
                                                                    

                                                                    

                                   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２００９年（平成２１年）５月４日発行 第４号         玉縄城 まちだより              (4) 

玉
縄
思
い
出
写
真
館 

発行者 ： 玉縄城址まちづくり会議  荒井 章   TEL&FAX 0467-45-7411 
http://www48.tok2.com/home/tamanawajyo 

(1)     玉縄城 まちだより ２００９年（平成２１年）５月４日発行 第４号 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４ 

     

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１ 

          

大
き
な
建
物
で
し
た
。

陣
屋
坂
の
西
側
に
、
そ
の

社
宅
が
多
数
建
て
ら
れ

て
い
る
の
も
見
え
ま
す
。 

 

今
で
は
家
々
や
マ
ン
シ

ョ
ン
が
立
ち
並
ん
で
い
ま

す
が
、
旧
道
を
含
め
て

道
筋
は
そ
の
ま
ま
残
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

「玉縄城址まちづくり会議」の活動

２００８年（平成２０年） 

11/ 3 広報紙３号発行 
11/ 8 第１５回玉縄祭り お休み処

「黄八幡」出店  
11/13 「自然の学校」開催 植木小

２年生 水仙植えつけ 
11/15「５００年祭を語り合う会」開催
11/21～23 玉縄学習センターフェス

テバル「甦れ!玉縄城」展示
２３０人参加 

12/ 6 清泉女学院内「諏訪壇、けま
りば、お花畑」探索 

12/16 市長と懇談「５００年祭実施
事業」の確認と市長からの「玉
縄再発見推進」提案発言 
実施計画  

１）七曲坂の改修平成 23 年
２）５００年祭を支援 
３）植木地区の特緑指定 

12/28 １号地に手づくりベンチ設置

２００９年（平成２１年） 

1/ 8 文化財課、経営企画と協議 
1/10 アダプト・広 場 整 備 、七 曲

尾根「切岸」縄張り測量 
1/11 事務局会議、監査 
1/13 文化財課協議 
1/18 「花壇クラブ」草取り、整備 
1/24 「第３回総会」・「玉縄につい

て話そう」・役員会 
1/26 緑政審議会傍聴 

「子ども風土記」草稿閲覧 
2/ 7 アダプト市道の草刈、清掃 

小坂家裏山縄張り測量 
かまくら環境会議講演「玉縄
の自然と歴史」 

2/ 8 市観光課「個別イベント連絡
会」出席 

2/14 コンセプト会議「５００年祭―祭
りの目的と方針」 

2/15 「花壇クラブ」花植え付け 
2/19 景観部みどり課、経営企画と

協議、教育長と懇談 
2/21 全会員に「事務局通信 春

号」配布 
2/26 三役会議５００年祭基本構想
3/ 7 アダプト市道の草刈、清掃 

小坂家裏山縄張り測量 
3/15 「春の探索会」清泉女学院  

諏訪壇～龍寳寺 
4/18 清掃奉仕「龍寳寺 資料館」

上
空
よ
り
見
た
植
木 

豊
田
富
美
子
さ
ん
の
兄
君 

昭
和
２
７
年
頃
撮
影 

年
会
費
１
，
２
０
０
円
払
込
の 

た
め
の
“
郵
便
振
替
口
座
番
号
” 

０
０
２
５
０-

７-

１
１
４
８
２
４ 

玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議 

※
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を

お
忘
れ
な
く
！ 

 

        

【
ひ
と
言
】 

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

前
か
ら
、
久
成
寺
坂
を

越
え
て
藤
沢
に
行
く
道

は
、
昭

和

の
初

め
に

新
道
が
敷
か
れ
ま
し

た
。
（
上
の
写
真
で
は

所
々
旧
道
の
跡
も
見
え

て
い
ま
す
） 

植
木
の
辺
り
は
田
ん

ぼ
ば
か
り
で
、
昭
和
１
６

年

に
進

出

し
て
き
た

工
作
機
械
メ
ー
カ
ー

の
昌
運
工
作
所
だ
け
が 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４ 

セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
み
ど
り
の

基
金
か
ら
助
成
金 

七
曲
坂
を
彩
る
花
の
購
入
費
用

と
し
て
二
十
六
万
四
一
八
〇
円

を
頂
戴
し
ま
し
た
。 

玉
縄
城
址
歴
史
の
道
七
曲
坂

ア
ダ
プ
ト
（
草
取
り
清
掃
） 

□
毎
月
第
１
土
曜
日 

９
：
０
０
～
１
１
：
０
０ 

七
曲
坂
花
壇
ク
ラ
ブ 

□
毎
月
第
３
日
曜
日 

９
：
０
０
～
１
１
：
０
０ 

「
玉
縄
城
５
０
０
年
祭 

実
行
委
員
会
」
発
会
式 

□
１
１
月
２
２
日
（
日
） 

□
清
泉
女
学
院
講
堂 

□
発
会
式
と
基
調
講
演
・
シ
ン 

ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
開
催
予
定 

  

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４ 

第
２
回
「
自
然
の
学
校
」 

玉
縄
小
学
校
の
３
年
生
を
迎
え
、

秋
咲
の
菊
を
植
え
ま
す
。 

□
６
月
１
日
（
月
） 

市
民
活
動
の
日 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参
加 

□
６
月
５
日
（
金
）
～
７
日
（
日
） 

１
０
：
０
０
～
１
７
：
０
０   

□
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー 

地
下
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

□
活
動
報
告
パ
ネ
ル
展
示 

□
イ
ベ
ン
ト
「
玉
縄
検
定
」
実
施 

連
続
セ
ミ
ナ
ー 

第
１
回 

「
玉
縄
城
の
遺
構
を
読
む
」 

□
「
玉
縄
城
の
埋
蔵
文
化
財
」 

玉
林
美
男
氏
（
鎌
倉
市
世
界 

遺
産
担
当
） 

「
縄
張
り
測
量
報
告
」 

大
竹
正
芳
氏(

城
郭
研
究
家
） 

□
６
月
２
０
日
（
土
） 

１
３
：
３
０
～  

□
玉
縄
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階 

念
願
の
「
玉
縄
城
址
で
の
５
０
０
年

祭
」
へ
基
本
的
な
合
意
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
こ
う
し
て
オ
ー
ル
玉
縄
体
制

に
よ
る
「
５
０
０
年
祭
」
と
「
記
念

事
業
」
の
推
進
が
い
よ
い
よ
加
速
さ

れ
ま
す
。 

今
年
１
１
月
の
玉
縄
城
５
０
０
年

祭
実
行
委
員
会
の
発
足
を
前
に
、

私
た
ち
は
ま
ず
祭
典
と
記
念
事
業

の
基
本
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

１
）
ま
つ
り
の
呼
称
と
開
催
日
時
：

「
玉
縄
城
５
０
０
年
祭
」
平
成
２
４
年

（
２
０
１
２
）
秋
の
連
続
２
日
間
。
又

毎
年
同
じ
時
期
に
暦
年
祭
と
し
て

「
玉
縄
城
ま
つ
り
（
仮
称
）
」
を
行
う

２
）
ま
つ
り
の
目
標
：
玉
縄
地
域
が

も
つ
歴
史
や
自
然
の
「
地
力
」
を

再
発
見
、
再
発
掘
し
、
魅
力
溢
れ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
結
び
付
け
る 

 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５ 

      

当
会
が
進
め
て
き
た
玉
縄
城
５
０

０
年
祭
と
記
念
事
業
の
構
想
は
、
鎌

倉
市
中
期
実
施
計
画
の
発
表
に
よ
っ

て
市
民
行
政
の
協
働
事
業
と
し
て
船

出
し
ま
し
た
。
市
の
計
画
内
容
は
、 

１
．
玉
縄
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
「
玉
縄
城
５
０
０
年
祭
を
推
進
」

し
、
歴
史
の
道
「
七
曲
坂
の
整
備
」
を

行
う
。
こ
れ
に
６
１
，
４
２
５
千
円
の

予
算
を
計
上
す
る 

２
．
玉
縄
の
緑
地
保
全
と
し
て
平

成
２
５
年
（
２
０
１
３
）
ま
で
に
植
木 

 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５ 

   地
区
の
「
特
別
緑
地
指
定
」
を
行
う 

ま
た
、
玉
縄
に
限
定
し
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
会
が
玉
縄
城
址

公
園
へ
の
第
一
歩
と
し
て
第
１
号
指

定
を
求
め
て
い
る
「
市
民
緑
地
制

度
」
の
導
入
も
明
記
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
実
施
計
画
は
市
長
を

は
じ
め
鎌
倉
市
が
い
か
に
熱
心
に
市

民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
玉
縄
の
ま
ち

づ
く
り
に
力
を
注
ご
う
と
し
始
め
た

か
を
、
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

   

ま
た
私
た
ち
の
働
き
か
け
で
清
泉

女
学
院
と
の
相
互
理
解
が
深
ま
り 

 

甦
れ
！ 

玉
縄
城
５
０
０
年
祭
、 

七
曲
坂
市
道
整
備
へ
、
市
予
算 

 
３
）
ま
つ
り
の
理
念
：
甦
れ
！
玉
縄

城
、
鎌
倉
の
後
北
条
の
ま
つ
り
。 

玉
縄
城
と
玉
縄
城
主
六
代
そ
し
て

玉
縄
衆
の
業
績
と
遺
徳
を
祀
る 

４
）
ま
つ
り
の
会
場
：
清
泉
女
学
院

を
メ
イ
ン
会
場
に
、
龍
寳
寺
、
諏
訪

神
社
、
七
曲
坂
、
大
船
駅
、
武
道

館
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
、
栄
光 

学
園
等
を
舞
台
と
す
べ
く
協
力
を

呼
び
か
け
、
実
現
す
る 

５
）
見
る
．
．

か
ら
参
加
す
る

．
．
．
．

ま
つ
り
へ
： 

他
地
域
と
も
連
携
し
、
よ
り
多
く
の

人
々
が
参
加
す
る
ま
つ
り
に
す
る
た

め
に
祭
典
イ
ベ
ン
ト
の
発
想
を
進
め

る 

    

５
０
０
年
祭
記
念
事
業
と
し
て

「
甦
れ
！
玉
縄
城
」
の
理
念
の
も
と
、

玉
縄
城
址
公
園
推
進
事
業
、
画
像

に
よ
る
玉
縄
城
復
元
事
業
、
龍
寳

寺
玉
縄
民
俗
資
料
館
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

事
業
、
そ
し
て
歴
史
の
再
発
見
の
中

心
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
玉
縄
歴
史

ア
カ
デ
ミ
ア
」
を
立
上
げ
ま
す
。
そ
の

連
続
セ
ミ
ナ
ー
を
「
玉
縄
城
の
遺
構

を
読
む
」
の
テ
ー
マ
で
、
５
０
０
年
祭

当
日
の
総
合
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
ま
で 

継
続
実
施
し
ま
す
。 

 

市
民
の
皆
さ
ま
の
活
動
へ
の
参
加

を
、
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

七曲坂自然の学校開校 

みんなで｢水仙｣や「玉縄の歴史」の話を聞く 

担任の先生と会員に教わりながら植え付け 

玉縄の未来を担っていく子どもたちに、故郷

“たまなわ”を感じて貰いたい。そんな思いで

植木小学校２年生のみなさんに水仙の植え

付けをお願いしました。（２００８年１１月１３日） 

 

中
期
実
施
計
画
で
祭
典
・ 

記
念
事
業
の
推
進
が
加
速 

清
泉
女
学
院
で
５
０
０
年
祭 

玉
縄
歴
史
ア
カ
デ
ミ
ア
の 

発
足
な
ど
記
念
事
業
方
針 



 

   

三
代
玉
縄
城
主
北
条
綱
成
（
ほ
う
じ
ょ

う
つ
な
し
げ
）
嫡
男
と
し
て
、
天
文
五
年

（
１
５
３
６
）
に
出
生
。
仮
名
を
善
九
郎
と
い

い
、
後
に
三
代
小
田
原
城
主
北
条
氏
康
の

「
康
」
の
字
を
も
ら
い
康
成
（
や
す
し
げ
）
を

名
乗
る
。
綱
成
同
様
剛
勇
の
将
と
し
て
各

地
を
転
戦
、
天
文
二
十
年
（
１
５
５
１
）
上

野
国
平
井
城
上
杉
氏
攻
略
の
時
、
氏
康
に

し
た
が
っ
て
１
６
歳
で
出
陣
、
真
っ
先
に
切

り
込
み
敵
１
３
人
を
討
ち
取
っ
た
と
い
う
。

永
禄
元
年
（
１
５
５
８
）
父
綱
成
と
共
に
、

常
陸
下
野
方
面
に
も
出
陣
。
綱
成
の
補
佐

役
と
し
て
職
務
を
代
行
す
る
。
永
禄
四
年

（
１
５
６
１
）
２
月
頃
に
氏
康
の
も
と
に
越
後

の
長
尾
景
虎
（
後
の
上
杉
謙
信
）
が
武
蔵
・

相
模
方
面
に
出
陣
と
の
情
報
が
入
り
、
各

地
の
北
条
方
に
防
戦
の
準
備
が
命
じ
ら

れ
、
玉
縄
城
の
綱
成
は
下
総
方
面
の
備
え

と
し
て
有
吉
城
へ
出
張
す
る
。
こ
の
時
氏
康

は
２
６
歳
の
康
成
を
玉
縄
城
代
と
し
た
。

長
尾
景
虎
は
３
月
中
旬
に
上
杉
氏
の
名
跡

を
受
け
継
ぎ
、
上
杉
政
虎
と
名
を
改
め
、

関
東
管
領
の
地
位
と
職
務
を
名
実
共
に

実
行
せ
ん
と
北
条
攻
め
を
開
始
。
小
田
原

城
を
囲
ん
だ
が
果
た
せ
ず
、
鎌
倉
鶴
岡

八
幡
宮
社
頭
で
の
関
東
管
領
就
任
拝
賀

式
後
、
玉
縄
城
長
尾
砦
を
本
陣
に
玉
縄
城

攻
略
に
か
か
っ
た
。
（
長
尾
台
は
上
杉
謙
信

先
祖
の
地
。
元
は
鎌
倉
党
長
尾
氏
の
本
貫 

(3)     玉縄城 まちだより ２００９年（平成２１年）５月４日発行 第４号 

“
昭
和
初
期
の 

大
船
駅
周
辺
” 

山
田 

三
郎 

       

が
出
来
ま
し
た
。 

 

そ
の
大
船
軒
創
業
の
富
岡
家
が
大
正
中

頃
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
山
を
切
崩
し
梨
畑

を
埋
立
て
造
成
し
た
の
が
現
在
の
新
富
町

と
呼
ば
れ
る
地
域
（
台
一
丁
目
５
～
１
２
、

線
路
と
川
の
間
）
で
す
。
「
富
岡
」
の
名
を
と

っ
て
町
名
と
し
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

町
内
で
は
、
ポ
ン
プ
と
大
き
な
水
槽
を
完

備
し
、
水
を
供
給
し
て
い
ま
し
た
。 

 

大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
新
富
町
は
、
本

当
に
活
気
に
溢
れ
た
街
で
し
た
。
氏
神
様

と
し
て
の
塩
釜
神
社
、
映
画
館
の
「
大
船

館
」
、
公
衆
浴
場
等
が
あ
り
、
ま
た
、
米
屋

を
は
じ
め
魚
屋
、
八
百
屋
、
酒
屋
な
ど
の

店
が
あ
り
「
川
と
ら
」
と
い
う
蕎
麦
屋
も
あ

っ
て
、
町
内
で
生
活
必
需
品
が
総
て
賄
え
る

状
況
で
し
た
。 

 

そ
れ
に
加
え
て
芸
者
置
屋
が
あ
り
、
華

や
か
な
街
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
塩
釜
神
社

の
祭
礼
の
時
な
ど
祭
り
を
盛
り
上
げ
、

中
々
の
賑
わ
い
で
し
た
。 

 

今
で
は
、
新
富
町
も
静
か
な
住
宅
街
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
想
像
す
る
こ
と

す
ら
出
来
な
い
遠
い
昔
の
夢
を
見
る
思
い

で
す
。 

 
 

（
玉
縄
歴
史
の
会
会
長
） 

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
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明
治
新
政
府
は
、
新
し
い
国
造
り
の
た

め
政
治
体
制
の
拡
充
整
備
な
ど
が
焦
眉
の

急
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
様
な
背
景
の
も
と
、
日
本
国
有
鉄

道
は
、
明
治
五
年
十
月
に
、
初
め
て
新
橋
・

横
浜
間
に
鉄
道
を
開
通
。
明
治
二
十
年
に

は
国
府
津
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
大
船

に
は
、
そ
の
時
、
信
号
所
が
出
来
、
翌
二
十

一
年(

１
８
８
８)

十
一
月
一
日
に
大
船
駅

と
し
て
の
営
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
二

十
二
年
に
横
須
賀
線
が
大
船
・
横
須
賀
間

で
開
通
、
軍
港
を
抱
え
る
横
須
賀
と
東
海

道
線
を
結
ぶ
大
船
駅
は
重
要
な
拠
点
と
な

り
ま
し
た
。
乗
降
口
の
西
口
駅
前
（
表
駅
）

に
は
当
時
は
鉄
道
官
舎
な
ど
関
連
施
設
が

建
ち
並
び
、
旅
館
「
三
嶋
屋
」
が
比
較
的 

早
い
時
期
に
営
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

駅
弁
の
大
船
軒
は
、
明
治
三
十
一
年
に

営
業
を
始
め
、
そ
の
後
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に

用
い
る
「
ハ
ム
」
を
造
る
鎌
倉
ハ
ム
富
岡
商
会 

汗
か
き
・
知
恵
出
し
・
声
援
で
「
玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
お
問
い
合
わ
せ
は
お
近
く
の
会
員
ま
で 

 

歴
史
シ
リ
ー
ズ 

４ 
 

玉
縄
城
主 

北
条
氏
繁 

 
 

 

 

        
 

 
 

―
ご
先
祖
様
は
い
つ
頃
か
ら
当
地 

 
 

 
 

に
お
住
ま
い
で
す
か
― 

 
 

 
 

 

祖
父
や
父
か
ら
聞
い
た
言
い
伝
え

で
は
、
先
祖
は
後
北
条
氏
に
仕
え
て

い
た
医
者
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

           

―
子
ど
も
の
頃
（
昭
和
初
期
）
の
植
木
は
ど

ん
な
と
こ
ろ
で
し
た
か
― 

 

家
が
十
軒
位
し
か
な
く
て
、
田
ん
ぼ
ば
か

り
で
し
た
。
今
も
あ
る
コ
ー
ナ
ン
の
前
か
ら

植
木
小
学
校
前
に
抜
け
る
旧
道
は
、
両
側

が
小
川
に
な
っ
て
い
て
、
メ
ダ
カ
や
鮒
、
ザ
リ

ガ
ニ
、
モ
ク
タ
ガ
ニ
、
ウ
ナ
ギ
な
ど
が
沢
山
居

ま
し
た
。
家
は
小
川
の
向
こ
う
側
な
の
で
、

各
戸
が
自
家
で
簡
単
な
橋
を
架
け
て
お

り
、
町
内
で
年
に
２
・
３
回
は
ド
ブ
さ
ら
い

（
土
砂
を
掻
き
出
す
）
を
し
て
い
ま
し
た
。 

田
植
え
前
後
の
頃
に
、
「
ド
ジ
ョ
ウ
ぶ
つ
」

（
泥
鰌
打
ち
）
と
い
っ
て
、
夜
カ
ン
テ
ラ
で
田

ん
ぼ
を
照
ら
し
て
寄
っ
て
き
た
ド
ジ
ョ
ウ

を
、
先
に
針
を
沢
山
付
け
た
棒
で
叩
い
て

捕
る
遊
び
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
楽
し

い
遊
び
で
し
た
。
大
水
が
出
た
後
に
、
戸
塚

の
養
魚
場
か
ら
柏
尾
川
を
流
さ
れ
て
き
た

金
魚
や
緋
鯉
が
小
川
に
逃
げ
込
ん
で
き

て
、
田
ん
ぼ
の
水
口
に
溜
ま
っ
て
い
る
の
を

手
づ
か
み
し
た
の
も
楽
し
い
思
い
出
で
す
。 

 

元
々
は
越
中
富
山
で
医
者
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
後
北
条
氏
に
呼
ば
れ
て
小
田
原
城

に
来
て
、
そ
の
後
玉
縄
城
が
出
来
た
時
に
、

城
付
き
の
医
者
と
し
て
玉
縄
に
派
遣
さ
れ

て
き
た
そ
う
で
す
。
玉
縄
城
が
廃
城
に
な
っ

た
後
は
、
土
地
に
居
着
い
て
百
姓
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。 

―
ま
さ
に
玉
縄
城
５
０
０
年
の
歴
史
を
ず

っ
と
ご
覧
に
な
っ
て
こ
ら
れ
た
訳
で
す
ね
― 

 

住
む
場
所
も
ず
っ
と
変
わ
っ
て
い
な
い
よ

う
な
の
で
す
が
、
な
ぜ
か
檀
那
寺
（
菩
提

寺
）
が
江
戸
時
代
は
金
沢
文
庫
の
称
名
寺

だ
っ
た
ら
し
く
、
残
念
な
が
ら
そ
の
頃
の
家

の
記
録
や
財
物
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

明
治
初
め
に
生
ま
れ
た
祖
父
は
、
農
事

試
験
場
（
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
前
身
）
に

勤
め
な
が
ら
自
作
農
業
も
し
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
父
は
「
半
農
半
鉄
」
と
い
っ
て
国
鉄

に
勤
め
て
夜
勤
を
し
な
が
ら
、
昼
間
は
家 
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遊
行
寺
で
年
２
回
行
わ
れ
る
開
山
忌
に

父
や
祖
母
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
時
に

は
、
ま
だ
久
成
寺
坂
が
無
く
て
、
円
光
寺

か
ら
旧
道
で
二
伝
寺
に
上
が
っ
て
渡
内
・
柄

沢
・
天
嶽
院
経
由
で
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。 

―
子
ど
も
の
頃
に
玉
縄
城
に
つ
い
て
何
か

聞
か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
― 

 

お
城
の
こ
と
は
、
裏
山
が
城
山
だ
っ
た
の

で
あ
ま
り
意
識
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、 

友
達
と
松
か
さ
合
戦
を
や
り
に
行
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。
山
に
は
子
ど
も
の
仕
事

と
し
て
薪
を
拾
い
に
行
き
ま
し
た
。
大
嵐
の

後
な
ど
は
宝
の
山
で
、
杉
の
枯
れ
枝
・
枯

葉
・
雑
木
の
か
ん
ば
な
ど
を
荒
縄
で
縛
っ
て

下
ろ
し
ま
し
た
。
山
の
な
い
家
は
今
の
植
木

小
の
上
の
山
に
お
婆
さ
ん
連
中
が
竹
籠
を

背
負
っ
て
、
か
ん
ば
く
ず

．
．
．
．
．

な
ど
を
取
り
に 

一
日
何
往
復
も
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
種
の

社
交
場
み
た
い
で
楽
し
そ
う
で
し
た
。 

故
郷
っ
て
い
い
で
す
ね
。
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
） 
 

龍
寳
寺
山
門
が
葺
き
替
え
ら
れ
昔
日
の
輝
き
を
取
り
戻
し
ま
し
た 

 

ｲﾝﾀﾋﾞｭｰ～玉縄万華鏡～ 
玉
縄
城
と
共
に
５
０
０
年 

植
谷
戸
の
旧
家 

白
崎 

弘
さ
ん 

（
し
ら
さ
き 

ひ
ろ
し
さ
ん
・
植
木
） 

 

富岡橋と富岡ハム（写真提供 霜田繁男さん） 
 

う
じ
し
げ 

地
で
鎌
倉
時
代
宝
治
合
戦
で
在
地
領
主
の

長
尾
氏
が
討
死
。
そ
の
後
、
長
尾
一
族
は 

越
後
に
移
っ
た
）
康
成
は
玉
縄
城
代
と
し
て

父
の
留
守
を
預
か
り
防
ぎ
切
り
、
上
杉
政

虎
は
玉
縄
城
の
大
規
模
な
外
郭
や
各
砦

に
囲
ま
れ
た
防
塁
の
守
り
の
固
さ
、
越
後

か
ら
の
遠
征
に
よ
る
兵
士
た
ち
の
疲
れ
や

食
糧
の
問
題
で
、
決
戦
に
は
出
ず
、
越
後

春
日
山
に
帰
城
す
る
。
元
亀
二
年
（
１
５
７

１
）
１
０
月
北
条
氏
康
が
没
し
、
翌
年
１
月

に
綱
成
よ
り
家
督
を
譲
ら
れ
、
氏
繁
と
改

名
。
官
名
も
父
と
同
様
左
衛
門
大
夫
と
な

り
、
四
代
玉
縄
城
主
と
な
る
。
氏
繁
の 

活
動
は
こ
れ
以
降
拡
大
し
、
四
代
小
田
原

城
主
北
条
氏
政
を
援
け
、
岩
付
城
を
支

配
。
天
正
五
年
（
１
５
７
７
）
に
は
下
総
飯

沼
城
を
佐
竹
氏
へ
の
備
え
と
し
て
築
城
。 

氏
繁
は
剛
勇
の
人
だ
が
教
養
人
で
も
あ

り
、
特
に
絵
画
で
は
松
の
古
木
に
と
ま
る

鷹
の
図
が
有
名
。
氏
繁
は
天
正
六
年
（
１
５

７
８
）
６
月
１
３
日
下
総
飯
沼
城
で
病
の
た 

め
４
３
歳 

で
没
す
。 

父
綱
成
が 

６
３
歳
で
健
在 

中
の
こ
と
で
あ 

っ
た
。
氏
繁
の 

母
と
妻
（
そ
の 

名
は
七
曲
殿
） 

は
共
に
岩
瀬
の 

大
長
寺
に
葬
ら 

れ
て
い
る
。 

 

 
 

 

 

 

 
玉縄城時代に掘られたとの言い伝え

が残る白崎さん宅の裏山の岩窟 
 

２００９年（平成２１年）３月２日竣工 

２００９年（平成２１年）１月１０日着工前の姿 

農
作
業
を
す
る
と

い
う
仕
事
を
し
て

い
ま
し
た
。
当
時
は

同
じ
よ
う
な
家
が

玉
縄
に
も
何
軒
か

あ
り
ま
し
た
。 

私
は
ど
う
も
農

作
業
が
嫌
い
だ
っ

た
の
で
、
６
５
歳
ま

で
勤
め
人
一
筋
で

し
た
。
今
は
い
や
な

農
業
を
少
し
だ
け

や
っ
て
い
ま
す
。 （
笑
） 

の 

玉 縄 再 発 見 


